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WEBで投稿
できます

文
芸
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ば

投
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作
品

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。12月5日木までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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問 スポーツ振興課  
☎ 029-898-9907

スポーツフェアを開催しました！

歴
史
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る

筑波山塊の
花崗岩と窯業

広報かすみがうら　令和 6 年 11 月 20 日

筑波山塊の山々と「花崗岩」　
　かすみがうら市の西部には、
筑波山塊の山々が連なっており、
その一部は、花

か こ う が ん

崗岩という岩石
でできています。花崗岩は、白っ
ぽい「長石」、透明で灰色に見え
る「石英」、黒い「雲母」などの鉱物からなる岩石
です。ブランド石として有名な「稲田石」や「真壁
石」も分類上は同じ「花崗岩」です。花崗岩は、美
しく丈夫であることから、古くから建築資材として
用いられており、古墳の石室に始まり、古代寺院の
礎石、中世以降の石造物などにも使用され、近代に
は爆発的に需要を伸ばします。筑波山塊の花崗岩を
使った著名な建造物は多く、最高裁判所、皇居、国
会議事堂、東京駅、日本銀行本店など、枚挙に暇が
ないほどです。

花崗岩と粘土・古代の窯業
　花崗岩は、長い時間をかけ風化を受けると「マサ」
という砂になります。そして水と化学反応を起こす
ことで、やがて粘土になっていきます。この粘土を
使って、古くから焼き物が作られてきました。千代
田地区では、古代の窯業遺跡が複数見つかっており、
五反田の一

いっちょうだ

丁田窯跡では須
す え き

恵器と呼ばれる器や、石
岡市貝地に所在した古代寺院「茨

ば ら き は い じ

城廃寺」の屋根瓦
を焼いていました。また、上佐谷の関

せ き ど

戸瓦窯跡では
下佐谷の古代寺院「下

し も さ や は い じ

佐谷廃寺」の屋根瓦を、中志
筑の松

まつやま

山瓦窯跡では常
ひ た ち

陸国
こ く ぶ ん じ

分寺の屋根瓦を焼いてい
たことがわかっています。市歴史博物館では、今回
ご紹介した瓦などを展示していますので、ぜひご来
館ください。
◉  次回は、千代田地区の粘土を使った新しい焼き物を

ご紹介します。問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

　10 月 13 日、わかぐり運動公園で「2024 市民ふれあいスポーツフェア」を
開催しました。当日は秋晴れに恵まれ、延べ 1000 人近い市民の皆さんがスタッ
フにより準備された約 15 のスポーツ種目で汗を流しました。
　また、会場ではスタンプラリーを開催し子どもたちは大張り切り！キッチン
カーも集まり、一日中楽しめるイベントとなりました。

▲松山瓦窯跡で焼かれた瓦

花崗岩
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問 図書館 ☎ 029-897-0647

ホームページでは、利用案内や図書検索
など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日： 月曜日（祝日の場合はその翌日）、図書整理日

◎クリスマスお話会：12 月 14 日土午前 10 時 30 分から
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12 月 図書館カレンダー

「ぬいぐるみ」
お泊り会

▶チェックイン
　12 月 12 日
▶チェックアウト
　12 月 15 日または 17 日

ぬいぐるみたちのお泊り会のご案内
お気に入りのぬいぐるみを図書館にお泊りさせてみませんか？
あなたのぬいぐるみが司書の仕事を見学したり、夜の図書館を
探検したりします。お泊りの様子は、ぬいぐるみのチェックア
ウト時にアルバムにしてプレゼントいたします。 ▲発掘調査時の松山瓦窯跡

▶チェックイン ( ぬいぐるみのお預かりは図書館本館のみ )
　・12 月 12 日木　
　・ 午後 3 時から 30 分程度のおはなし会の後、ぬいぐるみ

をお預かり。または、午前 9 時～午後 6 時までの間に
チェックイン ( 保護者同伴必須 )

▶チェックアウト ( ぬいぐるみのお渡しは図書館本館のみ )
　　12 月 15 日日または 17 日火午前 9 時～午後 4 時まで
▶場　所：図書館本館（霞ヶ浦コミュニティセンター・旧あじさい館内）
▶対　象：市内在住の 3 歳から小学 6 年生まで ※当事業を未体験の児童に限る
▶定　員：10 組 (1 人につきぬいぐるみ 1 体 )
　　　　　※ 応募者多数の場合は抽選を行い、図書館ホームページおよび館内掲示

にて、当選者番号を発表
▶申込み：図書館本館・分館カウンターにて応募用紙に記入または電話
▶締　切：12 月 8 日日正午まで
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